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科を卒業、同大学院を修了後、

リート・オラトリオ科、オペラ科を卒業。

イナーレ・リグーレ国際苦楽コンクールにおいて、第2位と審査員特別賞を受賞。

シェーンプルン宮殿歌劇場、ブルックナーオーケストラと共演。
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声楽科の非

加古川フ

1972年11

改称、ベート

や県交響楽

に伴って

ウィーン ミノリッチン教会、ウィーン楽友協会大ホールにで、

国境のない合唱団と共演。

奮、ザルツブルクモーツアルテウム音楽大学インスブルック校で、

。現在は、ウィーン少年合唱団の常勤諮師を1990年より務めている。

一管弦楽団　Kakogawa Philhamonic Orchestra

レ・トパーズ」として発足、 79年「加古川ユースオーケストラ」と

曲第9番を第1回定期演奏会に取り上げ、以後、毎年の定期演奏会

の伴奏演奏など着実な歩みを続けている。 91年、編成などの拡大

ニー」へと改称し、加古川の文化振興の一翼を担う市民オーケス

た。この間、ギターの山崎繋、コントラバスの斎藤賢一、

聡子、ヴァイオリンの北浦洋子、金問掠、嶽崎あき子、

演も重ねている。 87毎秋には第4回加古川

生国加古川市文化賞加古川市制50周年特別文化賞を受賞。
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合唱団を2013年に継承して結成。

点でウィーン式発声法を

外国語の歌曲にも取り組み、

団を結成。

.オペラ歌手森麻李と共演。

室内管弦楽団と共演。

のアウガルチン宮殿にて
音ザイルト氏のワークショップを受話。

玉シ少毎合唱団シューベルトコアと共演。
ールで行わ竜だ「兵庫県舞台芸術団体フェスティバル」に出演。

」にて本山秀毅、松下耕、故皆川達夫にレッスンを受諾。

法、ウィーン国立歌劇場専属ヴォイストレーナー、

∴呼吸法を学ぶ。

トを行う。寄
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混声合唱団ジョイフル高砂、リーベ・クワイア主宰。
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